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要   旨： 

カシミール問題は、インド・パキスタン独立以前から存在していたが、その定義と紛争の根本

原因については、極度に政治的かつ戦略的な地域である理由から、研究者の見解が多様であり、

かつ係争地の特定化が各国ごとに見解が分かれている。本研究では、カシミール紛争における宗

教的、文化的アイデンティティの政治化を１９８９年から２０１１年までの時期に限定して論じ

ている。特に、チベット系の仏教徒の住民が多く居住するラッダーク地方のレイ市での現地調査

をもとに、１９８９年の戦闘的ムスリム組織のテロ活動が当該地域の紛争のエスカレーションに

どう影響したかという観点から、アイデンティティの政治化現象をレイ市の宗教的、文化的に多

様なコミュニティ間の関係性に焦点を合わせて論じた。本論文は、従来、カシミール問題が主と

してインドとパキスタンの間の国家間の領土争いであると主張されてきたが、そうした研究動向

を批判し、新たな観点からの研究の可能性を提示している。すなわち、「異なるエスニック集団

や宗教的、文化的差異が大きい、コミュニティ間のアイデンティティをそれぞれの集団が政治的

に利用することで、政治的、経済的資源や権益を極大化する傾向があること、またそれが紛争の

エスカレーションにつながっていくこと」を実証している。本論文は、コミュニティ間の関係性

を社会的ネットワークの観点から考察し、「社会関連資本」の理論を採用して、アイデンティテ

ィの政治化現象と紛争がエスカレーションに至るプロセスを分析している。 

本論文は、６章から構成され、３回にわたる現地でのフィールド調査の結果であるインタビ

ューの記録も補填資料として提示している。本論文の一部はすでにレフェリー制の雑誌論文とし

て出版されている。本論文は、社会政治理論に基づき、また文化人類学的なアプローチも採用し

た学際性の高い論文となっており、扱った事例は、他の紛争分析にも援用可能な論点と視点を提

示している。また、研究の実証性の高さから、一定のオリジナリティをもった論文となっている。

以上の理由から、博士（グローバル社会研究）（同志社大学）の学位を授与するにふさわしいも

のであると認められる。 
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要   旨： 

申請者のPhilip Mathew（フィリップ・マッテュ）氏は、２０１２年７月１９日に実施さ

れた博士論文提出資格試験にすでに合格している。資格試験では、論文の概要について４０分の

発表があり、それに基づいて３名の審査委員が３０分間質疑応答し、的確に答えることができた。

その際、論文が英語で執筆されることから、発表と質疑応答はすべて英語で行うことで、英語の

語学試験を兼ねて実施し、十分な英語の語学力を有するものと判断した。また、専門分野である

グローバル社会研究の、より広い領域についても口頭による諮問を行ったが、十分な知識を有す

ることが審査員によって確認され、論文提出に必要な条件を満たしていると判定し、資格審査に

合格した。その後、２０１２年１１月３０日に博士論文が提出された。それを受け、審査委員が

教授会で選考され、３名の審査員による博士論文公開審査が２０１３年１月１５日１３時より１

４時半までに実施された。申請者による論文の概要について４０分の発表があり、その後口述試

験として論文、論文テーマに関連する専門分野に関する諮問を行い、博士（グローバル社会研究）

の学位に値すると認められた。よって、総合試験の結果は合格であると認める。 

 

 

 








